
企業の基礎情報／ＰＲポイント

ふるさと旅館
～お遍路さんを「お接待の心」で支える大洲の旅館です～

○住所：愛媛県大洲市新谷乙560-1
○連絡先：0893-25-0928
○事業内容：旅館業
○代表者名：瀧本一朗・瀧本由美子
○企業のＰＲポイント：

昭和40年代より大洲市で旅館業を営んでいます。遍路文化を
支える宿として頑張っています。最近は外国人のお遍路さんも
増加しています。

浸水時の客室 改修を行った食堂

事業者からのメッセージ

活用した支援策他

被災前後の状況
○2m以上の浸水により、旅館1階部分の大広間や客室が被害を受
けました。被災直後は電気・水道も止まり、避難していた避難所か
ら片付けに通いました。

○旅館付近にある支流が氾濫したので、市内でも早く浸水が始まりま
したが、避難所はまだ開設していなかったので、宿泊客には、近くの
警察署に避難していただきました。

○夜間の発災で、被災直後の写真を残すことができず、補助金申請
に苦労しましたが、グループ代表の(株)愛媛銀行大洲支店さんか
ら積極的に書類作成等を支援していただけたおかげで、補助金を
申請することができました。

○グループ補助金を活用し、旅館1階の基礎部分や内装の補修に加
え、洗濯設備の入替えを実施しました。また、食堂として利用してい
た別棟は損傷が激しいため取り壊し、その土地を駐車場として整備
しました。

○持続化補助金も活用し、厨房機器などの設備の復旧を行っていま
す。

○これまでも水害を経験していますので、防災は常に意識しているとこ
ろです。

瀧本代表

○事業再開にあたり、年齢面の問題も
ありましたが、リピーターのお遍路さん
から励ましの声を頂き事業継続を決心
しました。事業を継続して、頑張ってい
る姿勢を見ていただきたいと思います。

○遍路客に宿泊場所を提供することは、
お遍路文化を維持するために無くては
ならないことです。「お接待」の気持ち
を大事にして、旅館を続けていきたいと
思います。

入替を行った洗濯設備復旧後のふるさと旅館浸水の痕が残る納戸
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